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特集
一人一人が主役！
地域つなぐ「まちづくり協議会」



地
域
つ
な
ぐ「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

一
人
一
人
が
主
役
！

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
平
成
25
年
か
ら
30
年
に
か
け
て
、

市
内
の
各
中
学
校
区
単
位
（
4
地
区
）
で

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
ま
ち
協
）
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
協
は
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
の

身
近
な
問
題
解
決
を
目
的
に
、
地
域
の
自

主
的
・
主
体
的
な
意
思
決
定
で
活
動
に
取

り
組
む
広
域
的
な
自
治
組
織
で
す
。
1
つ

の
自
治
会
で
は
実
施
で
き
な
い
活
動
や
、

複
数
自
治
会
や
各
種
団
体
等
と
連
携
し
て

実
施
し
た
方
が
効
率
的
・
効
果
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
区
内
の
自
治

会
や
P
T
A
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
え
び
の
市
自
治
基
本
条
例
に
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
定
義
と
役
割
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
中
で
の
強
い
つ

な
が
り
が
あ
る
こ
と
で
、
生
活
に
関
わ

る
も
の
を
地
域
で
支
え
合
っ
て
き
ま
し

た
。
近
年
、
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
た
こ
と
や
、
社
会

の
高
度
化
や
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
集
落
機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
人

と
顔
を
合
わ
す
機
会
が
減
り
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
地
域
に
対
す
る
関
心

が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
地
域

住
民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
大
規
模
災
害
の

発
生
な
ど
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の

理
念
に
基
づ
き
、
協
働
し
な
が
ら
防
災
・

減
災
対
策
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
備

え
だ
け
で
な
く
、
孤
独
死
や
児
童
虐
待

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
身
近
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
地
域
内
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
今
あ
る
地
域
の

人
材
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
す
発
想

に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
住
民
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を

重
ね
合
わ
せ
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
こ
と
で
、
豊
か
な
地
域
社
会
の

再
構
築
に
つ
な
が
り
ま
す
。

まちづくり協議会のメリット

地域の総意に基づき、校区内の課題に一体感をもって取り組める

複数の自治会や各種団体が連携・協働することで、活動に相乗効果が生まれる

1つの自治会や個々の団体では解決できなかった課題が解決できる

事業の重複を避けることで、効率的な活動ができる

地域参加により、ネットワーク力や地域の仲間意識が高まる

地域の総意による課題解決

相乗効果が期待できる

自治会・各種団体の課題解決

効果的な活動が可能

住民の地域参加が促進される

まちづくり協議会の活動は、より良いまちづくりの実現につながっています！

◀◀◀ 4 ページから 7 ページでは、各地区まちづくり協議会の活動などを紹介します！

市民協働課 市民協働係　☎ 35-1118（直通）お問い合わせ
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特 集 まちづくり協議会
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特 集 まちづくり協議会

飯 

野
上 

江
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

み
ん
な
が
主
役

き
ば
っ
ど

安
心
安
全
な
ま
ち
飯
野

歴
史
と

自
然
景
観
を

未
来
へ
つ
な
ぐ 設

立 

平
成
28
年
4
月

設
立 

平
成
30
年
4
月

テ
ー
マ

テ
ー
マ

健康づくりのために毎年体力測定を実施しています防犯協会からモデル地区指定を受けて子どもたちの登校見守りを行っています

地域事業部会、福祉文化部会、
飯野っ子部会

地域づくり・安全部会、
健康福祉部会、
上江っ子部会

地主 俊英さん
（6 年目）

池田 孝一さん
（5 年目）

自治会、五日市駐在所連絡協議会、飯野
駅前交番連絡協議会、消防団、JA えび
の市女性部、高齢者クラブ、民生委員・
児童委員、スポーツ推進員、はつらつサ
ポーター、いいの夢クラブ、おこびらつつ
じ保存会、郷土芸能保存団体、飯野城（亀
城）を復元する会、飯野小学校 PTA、飯
野中学校 PTA、飯野高校 PTA、子供会育
成連絡協議会、読み聞かせ「ひよこ」

自 治 会、 消 防 団、 高 齢
者クラブ、 民 生 委 員・児
童委員、スポーツ推進員、
はつらつサポーター、郷土
芸能保存団体、上江小中
学校 PTA、子供会育成連
絡協議会、ひまわりロード
プロジェクト

組織構成組織構成
会長インタビュー

構成団体
構成団体

　

少
子
高
齢
化
で
な
か
な
か
活
動
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
部

会
ご
と
に
し
っ
か
り
計
画
・
実
行
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
食
堂
や
健
康
づ
く
り

活
動
な
ど
、
一
生
懸
命
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
に
あ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
が
主
役

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
が
盛
り
上

が
る
こ
と
で
ま
ち
協
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
継
続
し
て
地
域
の
一

人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
で
す
。

　

ま
ち
協
が
で
き
て
5
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
来
年
か
ら
の
新
し
い
5
カ
年
計
画
を

作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
協
の
認
知
度

は
こ
れ
ま
で
の
5
年
間
で
高
ま
っ
た
と
思
う

の
で
、
新
計
画
を
し
っ
か
り
組
ん
で
、
活
動

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
今
後
、
ま
ず
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
学
習
支
援
で
す
。
検
討
が
必
要
な

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
実
現
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

上
江
地
区
は
、
4
地
区
の
中
で
1
番
人
口

が
少
な
く
、
高
齢
者
も
多
い
で
す
。
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
目
標
を
共
有
し
て
も
っ
と
連

携
を
強
め
て
い
け
ば
、
上
江
地
区
な
ら
で
は

の
活
動
が
で
き
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
地
域
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

7 月にコミュニティセンターの花壇にコス

モスの種をまきました
新型コロナ対策のために飯野地区の学

校の消毒作業を行いました

7 月に飯野高校生と合同で子ども食堂を実施しました

子どもたちの登校見守りを行っています陶芸教室でえびの焼を体験しました

まち協所属団体合同でグラウンドゴルフ
大会を開催しました

吉都線を利用して都城市まで行く「吉都
線の旅」を実施しました 体力測定を実施しています

上江小中学校ロードレース大会の見守りを行いました

会長インタビュー
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加
久
藤
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

豊
か
な
自
然
と

郷
土
の
文
化
を
愛
し
、

安
心
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

設
立 

平
成
26
年
5
月

テ
ー
マ

今年初めて実施された夏休み子ども魚釣り体験

まちづくり事業部会、
健康福祉部会、文化教育部会

浜松 政弘さん
（6 年目）

自治会、加久藤駐在所連絡
協議会、消防団、JA えびの
市女性部、高齢者クラブ、民
生委員・児童委員、スポーツ
推進員、はつらつサポーター、
加久藤小学校 PTA、加久藤
中学校 PTA、子 供会育成 連
絡協議会、更生保護女性会、
日赤奉仕団、漁業組合

組織構成
会長インタビュー

構成団体

　

ま
ち
協
が
で
き
た
こ
と
で
、
各
地
域
の
情

報
を
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
に
眠

る
人
財
発
掘
が
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
各
地
区
の
人
が
集
ま
る
と
話

が
絶
え
ず
、
地
域
を
良
く
す
る
方
向
性
が
で

き
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
協
は
、
地
域
の
活
動
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
も
1
つ
の
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
協
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
取
り
組
み
を
模
索
し
て
、
実
現
で
き

た
ら
い
い
で
す
。
テ
ー
マ
で
掲
げ
て
い
る
よ

う
に
、郷
土
を
愛
し
、こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
安
心
安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
た
い
で
す
。
高
齢
者
が
安

心
で
き
、
若
い
人
が
住
ん
で
も
い
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

バス停の椅子をまち協で作りました 七夕をえびの駅などに飾りましたふるさとめぐりウォーキング
を実施

ワークショップを開催 小学生のまちたんけんの支援 ボランティアで寺子屋ランチ
メニューを作成

子どもたちの登校見守り

特 集 まちづくり協議会

子どもたちはまち協手作り竿での魚釣りやつかみ取りを楽し

みました防災講座を実施して地域防災について考えました 自主財源確保のためにそば作りをしています
毎年夏休み中にラジオ体操の集いを行います

真 

幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

真
の
幸
せ

ま
ち
づ
く
り

設
立 

平
成
25
年
4
月

テ
ー
マ

寺子屋ランチはたくさんの人でにぎわいます

※
平
成
27
年
4
月
に
現
在
の
名
称
に
変
更

地域づくり部会、福祉部会、
青少年育成部会、安全部
会、寺子屋ランチ部会

木村 哲也さん
（3 年目）

自治会、京町駐在所連絡
協議会、消防団、高齢者
クラブ、民生委員・児童委
員、はつらつサポーター、
真幸小学校 PTA、真幸中
学 校 PTA、 岡 元 小 学 校
PTA、子供会育成連絡協
議会、更生保護女性会

組織構成
会長インタビュー

構成団体

　

市
内
全
域
に
関
係
す
る
こ
と
で
す
が
、

真
幸
地
区
で
も
人
口
減
少
や
高
齢
化
率

の
上
昇
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ま
ち
協
で
も
役
員
の
な
り
手
不
足
や
企

画
立
案
に
苦
労
す
る
な
ど
、
課
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
真

の
幸
せ
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
に
向
け
た

楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
活
動

を
充
実
さ
せ
る
に
は
、
一
人
十
色
の
よ

う
に
、
マ
ル
チ
な
人
材
を
1
人
で
も
多

く
発
掘
し
、
継
続
性
の
あ
る
活
動
団
体

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
寺
子
屋
ラ
ン
チ
な
ど
の
活

動
の
継
続
と
と
も
に
、
人
材
育
成
に
つ

な
が
る
活
動
や
郷
土
愛
を
育
む
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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地
域
防
災
の
要

消
防
団
の
活
動

え
び
の
市
消
防
団

地
域
防
災
を
支
え
る
消
防
団

　

消
防
団
は
、
消
防
署
と
共
に
火
災
や

災
害
へ
の
対
応
、
防
災
啓
発
活
動
等
を

行
う
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
た
消
防
組

織
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
は
、
消
防
署

に
勤
務
す
る
職
員
と
は
違
い
、
日
頃
は

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
就
い
て
い
ま
す
が
、

火
災
や
大
規
模
災
害
発
生
時
に
自
宅
や

職
場
か
ら
駆
け
つ
け
、
消
火
活
動
や
救

助
活
動
を
行
う
、
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
で
す
。

　

消
防
団
は
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本

地
震
の
際
に
も
、
日
頃
の
地
域
に
密
着

し
た
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、
幅
広
く

活
躍
し
ま
し
た
。
い
つ
ど
の
よ
う
な
災

害
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
今
、
大
規

模
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
国

や
県
で
の
防
災
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

消
防
団
員
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
地

域
住
民
を
守
る
た
め
、
訓
練
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
夏
に
は
、
そ
の
訓
練
の
成

果
を
競
い
合
う
操
法
大
会
が
あ
り
ま
す

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

令
和
2
年
か
ら
4
年
の
大
会
は
中
止
。）。

そ
の
他
に
も
、
火
災
予
防
の
広
報
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
消
防
団
は
現
在
、
1
分
団
・

2
分
団
・
3
分
団
、
女
性
消
防
団
、
防

災
バ
イ
ク
隊
（
通
称
・
レ
ッ
ド
ホ
ー
ク
）、

ラ
ッ
パ
隊
で
構
成
さ
れ
、
地
域
の
防
災

を
担
っ
て
い
ま
す
。
団
員
数
は
、
現
在

3
2
3
人
で
、
定
員
の
3
5
0
人
に
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
団
員
の
年
齢
は

18
歳
か
ら
72
歳
と
幅
広
い
で
す
が
、
30
歳

未
満
の
団
員
の
割
合
が
減
少
し
、
40
代
や

50
代
以
上
の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
で
、

在
団
年
数
の
長
期
化
、
高
年
齢
化
が
進
行

し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
、
住
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
地
域
防
災

力
を
高
め
て
い
く

に
は
、
団
員
の
確

保
が
重
要
で
す
。

　国は、消防団員の処遇改善と
して、4月から出動する際の報酬
を見直しました。それに合わせて、
えびの市消防団も改正を行いま
した。

　えびの市消防団では、消防団員を随時募集しています。市内に在住または勤務している
18歳以上の人ならどなたでも入団できます。消防団員として活動しませんか？

　入団を希望する場合は、地元の消防団や知り合いの
消防団員、市基地・防災対策課へご連絡ください。
　その後、希望する分団、部への入団希望の問い合わ
せを行い、入団届を提出して手続き完了となります。

●活動服やアポロ帽、かっぱ、長靴、
安全靴が支給されます。
●家族功労報償金として、5年以上
在団する団員の同居する家族に対
して報償金の支給があります。
●万が一、消防活動中に負傷した場
合は、公務災害として補償されます。

火災出動

災害出動

警戒出動

改正前

改正前

改正前

改正後

改正後

改正後

4時間未満 4,000円、
4時間以上8時間未満 
8,000円

4時間未満 4,000円、
4時間以上8時間未満 
8,000円

4時間未満 3,000円、
4時間以上8時間未満 
6,000円

出動報酬の改正

消防団員募集

■消防団に入るには ■年間スケジュール
※これまで「大会・行事・会議」に
ついては 2,700 円の報酬でしたが、
改正により、「その他団長が認める
出 動 」 に つ いて は「4 時 間 未 満　
3,000 円、4 時間以 上 8 時間未満　
6,000 円」となりました。

各分団で防火訓練を実施しました

夏季点検・操法大会で日頃の訓練の成果を披露します

毎年 1 月に出初式を行います

11 月

1 月 消防出初式

5 月 移動消防学校（操法指導）

3 月 春季火災予防運動（訓練・広報）

7 月 夏季点検・操法大会

4 月 入退団式

秋季火災予防運動（訓練・広報）

詰所点検・普通救命講習

移動消防学校（機械科講習）

12 月～ 1 月 年末年始特別警戒（夜警）

防火訓練防火訓練

操法大会操法大会

出初式出初式

市基地・防災対策課　基地・防災対策係　☎ 35-1119（直通）お問い合わせ

えびの市消防団 団長

川野 俊二さん

　

私
た
ち
消
防
団
員
は
、
地
域
密
着
性
、
即

時
対
応
力
の
特
性
を
生
か
し
、「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土

愛
護
の
理
念
の
も
と
、
市
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
る
使
命
で
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
頻
発
す
る
災
害
は
全
国
各
地
で
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
災
害
が
発
生
し
た
際
、
消
防
団
員
は
昼

夜
を
問
わ
ず
出
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域

防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
の
減
少
が
続
き
、

こ
の
ま
ま
で
は
活
動
に
遅
れ
が
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

え
び
の
市
消
防
団
は
、
一
緒
に
活
動
す
る

団
員
の
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

を
守
る
た
め
に
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
人

は
、
ぜ
ひ
、
入
団
を
お
願
い
し
ま
す
。

2,700円

2,700円

2,700円
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観　

光

　

豪
華
寝
台
列
車
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
な
な
つ
星
㏌
九
州
」
が
、
10
月
20
日

か
ら
吉
都
線
内
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

な
な
つ
星
が
吉
都
線
内
を
運
行
す
る
の

は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

な
な
つ
星
は
、
12
月
22
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
（
12
月
1
日
、8
日
を
除
く
）

に
運
行
予
定
で
す
。
え
び
の
駅
に
到
着

し
た
後
、
2
時
間
程
度
停
車
し
ま
す
。

　

一
緒
に
「
な
な
つ
星
㏌
九
州
」
の
お

見
送
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

沿
線
で
見
か
け
た
際
は
、
ぜ
ひ
、
手
を

振
っ
て
お
見
送
り
し
て
く
だ
さ
い
。

な
な
つ
星
㏌
九
州
が
吉
都
線
内
を

運
行
し
ま
す

問
市
観
光
商
工
課 

観
光
係　

☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

ななつ星 in 九州

畜　

産

問

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
豚
熱
の
防
疫
の
徹
底
を

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室　

☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

国
内
で
は
、
令
和
3
年
11
月
か
ら
令

和
4
年
5
月
ま
で
の
間
で
、
飼
養
家
き

ん
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

確
認
さ
れ
、
秋
田
県
、
鹿
児
島
県
、
兵

庫
県
、
熊
本
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、

広
島
県
、
青
森
県
、
愛
媛
県
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
北
海
道
の
12
道
県
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、近
隣
諸
国
の
中
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
等
で
発
生
、
欧
州

の
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
等
で
も

今
年
7
月
以
降
に
発
生
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
4
年

度
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
の
渡
り
鳥

の
飛
来
に
よ
り
、
日
本
国
内
に
ウ
イ
ル

ス
が
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
が
非
常
に

高
く
、
今
秋
以
降
の
厳
重
な
警
戒
が
必

要
で
す
。

　

市
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

防
止
の
た
め
に
、
衛
生
管
理
区
域
内
に

侵
入
す
る
車
両
等
の
洗
浄
・
消
毒
や
家

き
ん
舎
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
点
検
お
よ

び
修
繕
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）
お
よ
び

豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）】

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
は
、
平
成
30
年
8
月
3
日
、

中
国
で
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
初
め

て
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、

近
隣
諸
国
に
拡
大
。
韓
国
で
は
、
豚

23
件
・
野
生
イ
ノ
シ
シ
２
６
５
８
件

（
１
１
０
７
万
８
０
３
２
頭
）
の
発
生

が
確
認
さ
れ
、
国
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
（
9
月
5
日
現

在
）。

　

Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
、
国
内
で
は
、
令
和
4
年

4
月
に
群
馬
県
、
栃
木
県
の
農
場
で
確

認
さ
れ
、
約
６
万
７
５
０
０
頭
が
殺
処

分
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
県
の
野

生
イ
ノ
シ
シ
の
検
査
で
は
、
令
和
4
年

４
月
に
山
口
県
で
陽
性
が
確
認
さ
れ
、

九
州
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

令
和
4
年
１
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
旅

客
携
帯
品
の
豚
肉
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
に

お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｆ
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査

陽
性
事
例
が
、
検
疫
探
知
犬
や
口
頭
質

問
に
よ
り
、7
例
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
お
よ
び
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
発
生
防
止

の
た
め
に
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
対

策
、
人
や
車
両
の
消
毒
な
ど
の
徹
底
を

再
度
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

　

家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
い
る
地
域

の
農
場
へ
の
訪
問
は
控
え
て
く
だ
さ

車両の消毒などの防疫の徹底をお願いします

い
。

　

ま
た
、
国
内
へ
輸
入
申
告
の
な
い
肉

製
品
な
ど
の
畜
産
物（
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
等
）
の
持
ち
込
み
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
施
設
で
手
指
・
靴
底
等
の
消
毒
設

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所　
　
　

☎
0
9
8
6
‐
62
‐
5
1
5
1

備
が
あ
っ
た
場
合
は
、
消
毒
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
家
畜
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

　

家
畜
が
続
け
て
死
亡
す
る
な
ど
、
異

常
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
都
城
家
畜

保
健
衛
生
所
ま
た
は
市
畜
産
農
政
課
畜

産
振
興
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
資
源
の
有
効
活
用
等
を
目

的
に
、
中
学
校
と
高
校
の
制
服
リ
ユ
ー

ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
8
０
０
点
を
超
え
る
制
服
が
集
ま

り
、
利
用
を
希
望
す
る
人
に
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
も

引
き
続
き
こ
の
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
希
望
す
る
人
に
提
供
で
き
る

制
服
が
４
０
０
点
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
学

校
や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
枚
数
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
ま
す
が
、
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
提
供
し
て
も
ら
う
も
の
】

・
飯
野
、
上
江
、
加
久
藤
、
真
幸
の
中

学
校
の
制
服
（
夏
・
冬
）

・
飯
野
、
小
林
、
小
林
秀
峰
、
小
林
西

の
高
等
学
校
の
制
服
（
夏
・
冬
）

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
が
、
汚
れ
や
破
損
が
ひ
ど
い

物
は
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
収
集
時
期
お
よ
び
提
供
時
期
】

年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
1

月
3
日
ま
で
は
休
み
で
す
。

【
収
集
場
所
】

市
こ
ど
も
課
、
飯
野
出
張
所
、
真
幸
出

張
所

【
必
要
な
人
へ
の
提
供
場
所
】

市
こ
ど
も
課
で
直
接
受
け
付
け
て
、
試

着
後
に
配
布
し
ま
す
。

※
学
校
や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
は
在
庫
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
供
要
件
】

・
市
内
に
在
住
の
人

・
市
外
に
在
住
で
、
飯
野
高
校
へ
進
学

予
定
ま
た
は
在
学
中
の
人

子
育
て

問 学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）事
業

市
こ
ど
も
課 

こ
ど
も
相
談
係　

☎
35
‐
3
7
3
9
（
直
通
）

場所 時間

旅館 午前9時40分発

嘉例川駅
（鹿児島県）

午前10時19分着
午前10時24分発

えびの駅 午前11時14分着
午後1時5分発

高原駅 午後1時40分着
午後1時48分発

都城駅 午後2時26分着
午後3時43分発

南宮崎駅 午後5時4分着
午後5時49分発

佐伯駅
（大分県）

午後11時28分着
午後11時40分発

列車宿泊

■運行スケジュール

※時間が前後する可能性があります。
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財　

政

問

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表

市
財
政
課 

財
政
係　

☎
35
‐
3
7
1
6
（
課
直
通
）

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ー（※1） 14.09％ 20.00％

②連結実質赤字比率 ー（※2） 19.09％ 30.00％

③実質公債費比率 3.1％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ー（※3） 350.0％

◎健全化判断比率

（※1、※2）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「－」となっているのは、
実質赤字額や連結実質赤字額がないため、比率が「ない」ことを示しています。

（※3）④の将来負担比率の「－」は、将来負担比率が算定されず、現時点における
将来支払うべき負担（市債の残高等）が、将来の財政を圧迫する可能性が低いこ
とを示しています。

■えびの市の健全化判断比率と資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ー 20.0％

病院事業会計 ー 20.0％

産業団地整備事業特別会計 ー 20.0％

◎資金不足比率

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
決
算
に
基
づ
い
て
健
全
化
判

断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
毎
年
度
算

定
し
ま
す
。
算
定
後
は
、
監
査
委
員
の

審
査
を
受
け
た
う
え
で
、
議
会
に
報
告

し
、
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
早
期

健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
、
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
は
経
営
健
全
化
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
準
に
1

つ
で
も
達
し
た
場
合
、
財
政
運
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
え
び
の
市
の
状
況
】

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足

比
率
と
も
に
、基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
健
全
な
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　令和3年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下の
とおりとなり、いずれの指標についても、早期健全化基準（財政状況が悪化
した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を下回りました。

　令和3年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結
果、資金不足を生じた公営企業はないため、比率は「ない」こととなりました。

標準財政規模：財源の使途が特定さ
れずどのような経費にも使用する
ことができる一般財源（市税・地
方交付税等）の標準的な規模を表
すもので、えびの市の場合は、令
和 3 年度で約 68 億 7,900 万円

実質赤字比率：標準財政規模に対
する一般会計の赤字の割合

連結実質赤字比率：標準財政規模
に対する全会計の赤字の割合

【用語の説明】

実質公債費比率：令和 3 年度に支
払った一般会計の借金返済額等の
標準財政規模に対する割合

将来負担比率：将来、市が支払う
負担（市債務残高等）の標準財政
規模に対する割合

資金不足比率：各公営企業の事業
規模に対する資金不足額の割合

健　

康

問

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室　

☎
35
‐
3
2
0
0
（
直
通
）

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
市
で
は
、
次
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
、
令
和
3
年
度
で
は
、

冬
の
時
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、
今
年

の
冬
も
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

接
種
券
が
届
い
た
ら
、
早
め
の
接
種
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
感
染
状
況
、
接
種
状
況
等
に
よ
っ
て

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
接
種
対
象
者

　

初
回
接
種
（
1
・
2
回
目
接
種
）
を

完
了
し
た
12
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
最

後
に
接
種
し
て
か
ら
5
カ
月
以
上
経
過

し
た
人

※
接
種
歴
の
違
い
で
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
3
回
目
ま
た
は

4
回
目
、
5
回
目
接
種
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
は
1
回
接

種
で
す
（
10
月
1
日
時
点
）。

※
初
回
接
種（
1
・
2
回
目
接
種
）で
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
遅
く

と
も
年
内
に
2
回
目
接
種
ま
で
完
了
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
5
歳
か
ら
11
歳
の
3
回
目
接
種
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
で
は
な

く
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
小
児
用
ワ
ク
チ

ン
に
な
り
ま
す
。

※
国
は
、
接
種
間
隔
の
短
縮
に
つ
い
て

協
議
・
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
（
10
月

1
日
時
点
）。
10
月
下
旬
に
は
結
論
が

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
ワ
ク
チ
ン
と
対
象
年
齢

【
12
歳
以
上
17
歳
以
下
】
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
ワ
ク
チ
ン

【
18
歳
以
上
】
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク

チ
ン
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

※
年
齢
は
接
種
日
時
点
で
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
誕
生
日
前
日
で
年
齢
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

■
接
種
期
間

令
和
5
年
3
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に
限

ら
ず
、
全
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
含
む

■
接
種
券
発
送
時
期

　

前
回
接
種
（
2
・
3
・
4
回
目
接
種
）

か
ら
、
5
カ
月
経
過
を
目
途
に
、
順
次

接
種
券
を
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
3
・
4
回
目
の
接
種

券
が
届
い
て
い
て
未
接
種
の
人
は
、
お

持
ち
の
接
種
券
を
使
用
し
て
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

接
種
券
が
届
い
た
ら
、
各
自
で
予
約

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。予
約
方
法
は
、

同
封
す
る
お
知
ら
せ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
接
種
間
隔
の
短
縮
が
決
定

さ
れ
た
場
合
は
、
前
倒
し
で
の
発
送
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
券
の
発
送
時
期
に
つ
い
て
は
、

左
の
表
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

前回接種時期
接種券発送時期

現行（5カ月） 4カ月に
短縮の場合

3カ月に
短縮の場合

5月22日まで 6月22日まで 7月22日まで 10月19日以降

6月5日まで 7月5日まで 8月5日まで 11月2日以降

6月19日まで 7月19日まで 8月19日まで 11月16日以降

7月3日まで 8月3日まで 9月3日まで 11月30日以降

7月17日まで 8月17日まで 9月17日まで 12月14日以降

7月31日まで 8月31日まで 9月30日まで 12月28日以降

■接種券発送スケジュール

※令和 5 年 1 月以降の接種券発送についても、接種時期に応じて順次発送
します。
※感染状況、接種状況および国の短縮決定の時期によって、発送予定が変
更になる場合があります。

広報 広報令和4年10月号 令和4年10月号13 12
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えびの高原の豊かな自然を満喫

10

1

　えびの高原で「池めぐり親子ハイキング」が
行われました。市外から 2 組の親子が参加し、
えびのエコミュージアムセンターのガイドと池
巡り・白鳥山登山 1 周コースを回りました。池
巡り自然探勝路で見ることのできる植物や動物
を楽しみながら、ハイキングを行いました。
　参加者は、ハイキング途中の白鳥山山頂でえ
びの高原の美しい景色を眺めながら弁当を楽し
みました。

えびの高原秋の親子ハイキング えびの高原白
びゃくしいけ

紫池 SUP（サップ）

国立公園で特別な時間過ごす

9

25

　えびの高原白紫池で SUP 体験が試行的に行
われました。これは、国立公園の中でも特別保
護区に指定される白紫池の湖面利用ルールの検
討を目的に行われたものです。アウトドアス
テーションえびののガイドが同伴し、ツアー形
式で実施されました。
　市外から 4 人が参加し、ガイドのレクチャー
を受けながら、他では体験することのできない
国立公園での SUP を楽しみました。

ななつ星 in 九州の運行に向けて

9

14

　豪華寝台列車クルーズトレイン「ななつ星
in 九州」の 10 月からの吉都線内運行に合わせ、
えびの駅とえびの飯野駅で草刈りが実施されま
した。草刈りには、JR 九州、中島自治会、え
びのガイドクラブ、飯野高校生など 40 人が参
加しました。
　参加者は、「ななつ星 in 九州」が安全に気持
ちよく運行できるよう、協力して線路周辺の草
を刈りました。

えびの駅・えびの飯野駅草刈りサイクルロゲイニング in えびの

サイクリング競技で市内巡る

9

25

　市とアウトドアステーションえびのの共催で
「サイクルロゲイニング in えびの」が行われま

した。ロゲイニングとは、地図に記されたチェッ
クポイントを時間内に回り、得点を集めるゲー
ムです。今回は市内の田の神さあ像をチェック
ポイントとして実施されました。
　同イベントには、市内外から 6 組 14 人が参
加し、チェックポイントを回りながらサイクリ
ングを楽しみました。

交通安全功労者・優良運転者表彰

交通安全活動等に尽力

9

28

　えびの警察署で「令和 4 年度交通安全功労者・
優良運転者表彰式」が行われました。これは、
交通安全活動に功労のあった人や無事故無違反
の優良運転者、交通安全活動に尽力した団体等
が表彰されるものです。今年度は、19 人と 5
つの団体・事業所等が表彰を受けました。
　表彰を受けた角井洋子さんは、「今後も法令
を順守し、他の運転者の模範となるよう努めて
いきます」と謝辞を述べました。

地元消費のきっかけに

9

21

　商工会青年部が、市内の中学校を対象に、商
品券を贈呈しました。これは、同部が、商品券
について知ってもらうとともに、地元消費の
きっかけにしてほしいと行ったものです。
　商品券は、1 人 1000 円ずつで各中学校の 3
年生の人数分、計 16 万円分が寄贈されました。
　大門哲也部長は、「地元を離れる人もいると
思います。いつかはえびのに戻ってきてほしい
という思いも込めました」と話していました。

商工会商品券贈呈 電気設備点検ボランティア

安全に利用してもらうために

9

2

　小林地区電気工事業協同組合が、電気設備点
検ボランティアを行いました。これは、電気使
用安全月間に合わせて、電気使用の安全に関す
る知識啓発を目的に、毎年実施しているもので
す。
　今年は、組合員 7 人が参加し、飯野地区コミュ
ニティセンターと真幸地区コミュニティセン
ター内のブレーカーの電圧や漏電のチェック、
照明等の点検を行いました。

活性化のため継続して連携
　明治安田生命保険相互会社宮崎支社が市に寄
付金を贈呈しました。市と同社は令和元年 11
月に健康増進に関する連携協定を結んでいま
す。今回、同社が行っている「私の地元応援募
金」として 52 万円が市に贈呈されました。
　同社の小島啓支社長は、「地元活性化のため
に継続してサポートをしていきます」と話して
いました。同社はこれまでも市に寄付金を贈呈
しており、今回が 4 回目です。

10

3 明治安田生命保険相互会社
寄付金贈呈



市 民 の お す す め の 一 冊

自分を休ませる家事
膨大な家しごとからしれっと解放される「最短ルート」の見つけかた

時短家事アドバイザー 満月 著
（KADOKAWA）

押川江梨子さんのおすすめ

■おすすめコメント

毎日の家事を無理せずこな
せる方法が紹介されており、
写真で分かりやすく説明さ
れています。
子育て中の人におすすめ
です。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（11月） 時　間

岡元小学校→市立病院→さくら苑 1日（火）、16日
（水）、30日（水） 13：15～15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→プラッセだいわ→真幸出張所

2日（水）、
17日（木） 13：15～16：30

飯野地区コミュニティセンター 4日（金）、
18日（金） 14：50～15：15

真幸地区体育館 9日（水）、
22日（火） 15：25～15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→
自衛隊官舎

11日（金）、
25日（金） 14：50～16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

ふ
る
里
に
昔
を
残
す
ひ
が
ん
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
窪
時
信

　
都
会
で
数
十
年
働
き
帰
っ
て
来
た
。最
初
の
秋
に
き
れ
い
に
咲
い
た
ひ
が
ん
花
。若

き
昔
が
思
い
出
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
地
知
恵
子

■読書感想文・読書感想画作品展示
小学生から高校生までの読書感想文・感想画を展示します。
皆さんの力作をご覧ください。
●期間＝10月27日（木）～ 11月29日（火）
●場所＝図書館内

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

稲
は
実
の
り　

風
に
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
い
る

畔あ
ぜ

に
は
彼
岸
花

み
ど
り
の
平
野
に
赤
が
浮
脱

時
折
り
白
色
も
混
じ
り

な
ん
だ
か
紅
白
で
お
め
で
た
い

家
の
田
ん
ぼ
に
も
彼
岸
花

草
刈
り
か
ら
帰
っ
た
息
子
が

彼
岸
花
は
残
し
て
お
い
た
か
ら
と
…

内
に
外
に
災
ひ
多
く
心
寒
し

何い
ず
べに

向
け
む
こ
の
痛
み
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
日
本
で
は
列
島
を
縦
断
す
る
大
型
台
風
が
来
て
今
だ
水
も
家
屋
も
災
害
に
よ
り
復
興

せ
ず
苦
労
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。外
の
世
界
を
見
渡
す
と
恐
怖
の
み
で
あ
る
。秋
の
空
に

は
白
い
雲
が
り
ん
と
し
て
、
か
な
し
く
し
ず
か
に
流
れ
ゆ
く
。か
な
し
と
は
愛
、
切
な

さ
を
言
う
語
で
あ
る
。愛
あ
れ
ば
お
互
い
の
ル
ー
ル
に
踏
み
込
ま
ず
心
の
深
い
ゆ
と
り

を
持
て
る
と
切
に
祈
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
） 

■税務署作文展示
税金に関する作文を展示します。
●期間＝11月11日（金）～ 17日（木）
●場所＝図書館　ロビー

　
「
子
ど
も
た
ち
に
、生
涯
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
話
す
の
は
、
え
び
の
ジ
ュ
ニ
ア
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
の
川
崎
健
さ
ん
で
す
。

　

川
崎
さ
ん
は
、
平
成
27
年
に
同
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
、
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
を
続
け
て

8
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
小
学
生
・

中
学
生
合
わ
せ
て
18
人
の
ク
ラ
ブ
生
に
指
導

し
て
い
ま
す
。「
自
分
の
子
ど
も
が
テ
ニ
ス

を
し
た
い
と
言
っ
た
こ
と
が
ク
ラ
ブ
立
ち
上

げ
の
き
っ
か
け
で
す
。
宮
崎
市
の
日
章
学
園

高
等
学
校
か
ら
日
章
学
園
九
州
国
際
高
等
学

校
に
転
勤
に
な
っ
て
か
ら
、
テ
ニ
ス
の
指
導

か
ら
は
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に

子
ど
も
た
ち
に
硬
式
テ
ニ
ス
を
教
え
た
い
と

思
い
、
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

立
ち
上
げ
当
初
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
校
生

へ
の
指
導
方
法
か
ら
小
中
学
生
へ
の
指
導
へ

変
え
る
こ
と
に
苦
労
し
た
と
話
し
ま
す
。「
テ

ニ
ス
を
嫌
い
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う

思
い
が
あ
る
の
で
、
今
ま
で
の
指
導
方
法
を

完
全
に
捨
て
て
、
怒
ら
ず
褒
め
て
の
ば
す
指

導
に
変
え
ま
し
た
。
主
体
性
を
高
め
問
題
解

決
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
自
主
課
題

練
習
を
取
り
入
れ
て
、
自
分
で
責
任
を
持
っ

て
行
動
す
る
態
度
を
育
成
し
て
い
ま
す
」

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
、
二
度
の
全
国

大
会
出
場
、
九
州
大
会
に
も
何
度
も
出
場
し

て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
、
え
び
の
か

ら
で
も
県
や
九
州
の
代
表
と
し
て
戦
え
る
と

い
う
成
功
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
信
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
努
力

す
れ
ば
結
果
が
つ
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
指
導
へ
の
熱
い

思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
崎
県
代
表
と
し
て
戦
う
こ
と
で

自
信
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い

川崎 健
たけし

さん

えびのジュニアテニスクラブ
コーチ

■おはなし会
市内のボランティアの皆さんによる楽しいおはなし会です。
ぜひ、ご参加ください。
●開催日＝毎週土曜日
●時間＝午前10時30分～午前11時
●場所＝おとぎのくに（図書館内）
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市
立
病
院
循
環
器
内
科
に
非
常
勤
医
師
が
着
任

　

10
月
か
ら
循
環
器
内
科
外
来
担
当

医
師
（
非
常
勤
）
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。前
任
の
河
合
正
太
郎
医
師
に

代
わ
り
木
原
悠
起
医
師
が
着
任
し
ま

し
た
。

　

木
原
医
師
は
、
前
任
の
河
合
医
師

と
同
じ
く
、
鹿
児
島
大
学
病
院
か
ら

週
に
1
回
派
遣
さ
れ
、
え
び
の
市
立

病
院
で
診
察
を
行
い
ま
す
。

　

診
察
日
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
で
す
。

※
予
約
制
で
す
。

　

え
び
の
市
立
病
院
が
か
か
り
つ

任
し
た
木
原
悠
起
と
申
し
ま
す
。患

者
の
皆
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
い
、
丁

寧
な
診
察
を
心
掛
け
ま
す
。

■
退
任
の
あ
い
さ
つ
（
河
合
医
師
）

　

短
い
間
で
し
た
が
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
も
健
康
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

受
診
に
関
し
て
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
相
談
が
あ
る
場
合
は
、
市
立
病

院
地
域
医
療
連
携
室
（
担
当
：
安
樂
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

☎
27
‐
4
5
1
2

　

文
：
市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

け
で
、
循
環
器
内
科
を
受
診
し
た
い

人
は
、
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

え
び
の
市
立
病
院
が
か
か
り
つ
け
で

な
い
人
は
、
電
話
で
の
事
前
予
約
が

必
要
で
す
（
え
び
の
市
立
病
院
：
☎

33
‐
1
0
2
3
）。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

名
前
：
木き

は
ら原 

悠ゆ
う
き起

診
療
科
：
循
環
器
内
科

趣
味
・
特
技
：
キ
ャ
ン
プ
、
弓
道
、
茶

道■
着
任
の
あ
い
さ
つ

　

10
月
か
ら
非
常
勤
医
師
と
し
て
着

で
は
な
い
」
と
勇
気
を
与
え
る
こ
と

や
、
D
V
や
虐
待
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

暴
力
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
専
門
の
女
性
相
談
員
が

電
話
や
面
接
で
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
専
用
電
話
】
☎
35
‐
0
1
5
2

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3

【
相
談
日
】毎
週
月
曜
～
金
曜（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

【
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　
　

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

毎
年
、
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

期
間
で
す
。

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身
取
り

引
き
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
女
性
の
人
権

を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
な

る
理
由
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い

く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で

す
。

　

運
動
期
間
に
は
、
全
国
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

暴
力
や
人
権
尊
重
に
つ
い
て
考
え
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い
社
会
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
で
す
。パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

を
身
に
つ
け
た
り
飾
っ
た
り
す
る
こ

と
で
、
被
害
者
に
「
あ
な
た
は
独
り

暴
力
や
人
権
尊
重
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

防 犯メールに加 入しましょう

秋の火 災 予 防 運 動 週 間

9月の交通事故
発生状況

人　身 1件
物　件 31件

本年累計 10件
本年累計 236件

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 0件
救　急 82件

本年累計 11件
本年累計 673件

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

は
、
日
本
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
実
現
を
掲
げ
て
、
1
9
9
5

年
か
ら
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
の
1
つ
で

す
。幅
広
い
世
代
の
人
が
各
自
の
興

味
関
心
・
競
技
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
す
る
、
地
域
密
着
型
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

市
内
に
は
、
3
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
や

教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
の
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
種
目
が
あ
り
ま
す
。
目
的
・
関
心

や
技
術
・
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
活

動
が
で
き
ま
す
。健
康
増
進
の
た
め
、

仲
間
づ
く
り
の
た
め
、
趣
味
づ
く
り

の
た
め
、
ま
ず
は
無
料
体
験
で
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

3
つ
の
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ
か
に

入
会
し
て
い
れ
ば
、
他
の
ク
ラ
ブ
の

サ
ー
ク
ル
や
教
室
に
参
加
で
き
ま
す
。

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
ク
ラ
ブ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ク
ラ
ブ
年
会
費
】

一
般
会
員　

4
8
0
0
円

家
族
・
夫
婦
会
員　

4
5
0
0
円

中
学
生
以
下
会
員　

3
6
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

N
P
O
法
人
い
い
の
夢
ク
ラ
ブ

☎
０
８
０
‐
1
7
7
5
‐
5
3
3
2

N
P
O
法
人
い
い
汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ

☎
０
９
０
‐
3
0
1
0
‐
2
2
9
0

N
P
O
法
人
真
幸
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
ク

ラ
ブ

☎
０
８
０
‐
1
7
3
6
‐
9
0
8
4

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 秋 の 火 災 予 防 運 動 週 間 の 時 期 が 近 づ いてき
ました。秋 の 火 災 予 防 運 動 週 間 は、1 1 月9 日か
ら1 5 日で す。今 年 の 標 語 は、「 お 出 か け は 　 マ
スク戸 締り　 火 の 用 心」で す。
　 徐 々に 寒くなり、ストーブ などを 使 用 する 機
会 が 増え、火 災 が 発 生しや す い 状 況 に なります。
火 の 取り扱 い に は 十 分 注 意 するようお 願 いしま
す。
　 ま た、火 災 予 防 に 留 意 するととも に、新 型 コ
ロナウイルス感 染 予 防 の 徹 底もお 願 いします。

　 身 の 回りで 何 が 起 きているか 知っているのと
知らないのとでは、いざという時の対 応が違って
きます。県で は、防 災・防 犯 情 報 などを皆さん に
電 子メールで 配 信しています。
■ 配 信 内 容

・防 災・防 犯（事 件）情 報
・自然 災 害 情 報
・家 畜 疫 病 情 報
■ 登 録 方 法
①「b o u s a i . m i y a z a k i - p r e f @ r a i d e n 2 . k t a i w o
r k . j p」に空メールを送 信 する。
② 本 登 録 用 U R L が 記 載され たメール が 届くた
め、本 登 録 の 手 続きを行う。

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

いい汗加久藤クラブの太極拳サークル
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PayPayキャンペーン事業者向け説明
会を実施します

　市では、キャッシュレス決済や市内での消費拡大を推
進することによって、コロナ禍における新しい生活様式
への対応や市内事業所等の事業継続、雇用維持を図るた
め、PayPay株式会社と連携したキャンペーンを実施し
ます。これは、えびの市商工会への補助事業として実施
するものです。
　キャンペーンの実施について、事業者向けの説明会を
行います。
■キャンペーン概要

【期間】令和5年1月5日（木）～ 31日（火）
【内容】期間中に対象店舗の支払いをPayPayで行うと、

決済金額の最大25％をPayPayボーナスで付与するもの
【対象店舗】市内のPayPay加盟店舗

※現在加盟していない事業者がキャンペーンに参加する
場合は、11月までにPayPay加盟手続きを行う必要があり
ます。

【付与の上限】1回当たりの付与上限：1,000円相当
期間中の付与上限：5,000円相当
※キャンペーンの詳細については、広報えびの11月号で
お知らせします。
■事業者向け説明会

【開催日】11月15日（火）
【時間】①午後2時～　②午後7時～

※各回1時間程度を予定しています。
【場所】えびの市商工会　2階会議室
【定員】各回50人
【申込方法】市観光商工課商工係に電話でお申し込みく

ださい。
【申込期限】11月14日（月）

　説明会当日にPayPay加盟手続きを希望する場合は、次
のものをご持参ください。

【必要なもの】
①代表者の身分証明書（運転免許証やマイナンバーカー
ド等）
②メールアドレス
③入金口座情報（通帳等）
申・問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

インボイス制度登録申請相談会を
実施します

　小林税務署では、令和5年10月から実施される消費税
のインボイス制度の登録申請相談会を行います。
　インボイス制度の登録申請は、自宅等からe-Taxで提
出することができますが、相談会では自身で提出するこ
とが難しい人の手続きのサポートを行います。

【開催日】11月16日（水）
【時間】午前10時～正午
【場所】市役所本庁　1-1会議室
【定員】20人 ※事前予約が必要です。
【参加費】無料
【申込方法】小林税務署に電話でお申し込みください。

※自動音声案内で「2」を選択してください。
　相談会では、e-Taxでの登録申請ができます。希望する
人は、次の3点をご持参ください。

【必要なもの】スマートフォン、マイナンバーカードおよ
び暗証番号、利用者識別番号および暗証番号（既にe-Tax
を利用している人）
申・問小林税務署 総務課
☎23-3126 ※自動音声案内

緑化木（苗木）・ 花苗を配布します

　市では、「緑の募金」を活用して、自治会単位で実施す
る公民館や公園などの緑化や地区緑化行事などに使用す
る緑化木（苗木）・花苗を配布します。

【対象】自治会単位
【申込方法】自治会長を通じて、市農林整備課林務係にお

申し込みください。
※種類・本数に制限があります。申し込み多数の場合は、
調整を行う場合があります。

【申込期限】11月7日（月）
【配布予定日】令和5年1月6日（金）

申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

最大

申し込み方法

マイナンバーカードの
新規取得で

5,000円分 7,500円分 7,500円分

◯マイナポイントアプリ
　をダウンロードして、
　手続きを行います。

◯全国の手続スポットで、無料で手
　続きを行うことができます。手続
　スポットは、マイナポイント事業
　ホームページで検索することが
　できます。

◯市役所本庁や飯野出張所、
　真幸出張所でも手続きを行う
　ことができます。

◯専用サイトで手続き
　を行います。

スマートフォン パソコン マイナポイント手続スポット

健康保険証としての
利用申し込みで

公金受取口座の
登録で

ご注意ください

期限

20,000
マイナポイントがもらえます！

　マイナポイントは、選んだ決済サービス
のポイントとして付与されます。マイナポイ
ントを受け取るには、マイナンバーカード
を使ってマイナポイントの申し込みを行う
必要があります。

・マイナポイントは、「キャッシュレス決済サービス」で使えるポイントのことです。
  国や県、市町村から現金を直接給付するものではありません。

・マイナポイントは先着順ではありません。慌てずに申し込みを行ってください。

＜支援窓口＞
場所：市役所本庁、飯野出張所、真幸出張所
時間：午前8時30分～午後5時15分　

期間：2023年2月末まで（予定）

●マイナンバーカードの申請 ： 12月末まで ●マイナポイントの申込 ： 2023年2月末まで

マイナポイント または検索※詳しい手続き方法については、
　マイナポイント事業のホームページをご確認ください。

※ マイナンバーカードを取得した人のうち、マイナポイント第1弾に申し込んでいない・第1弾に申し込んだが、最大5,000
　  円分までのポイント付与を受けていない人が対象

※マイナンバーカードに対応した
　カードリーダーが必要です。

円分の

1 2 3
2424HH

市企画課　政策係　
☎ 35-3712（直通）

お問い合わせ

マイナポイント
予約・申込サイト 検索

!

※

※土・日、祝日、年末年始は除く。
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,931人 （前月比 -46人）
男性／8,010人（-41人） 　女性／8,921人（-5人）
転入／48人  転出／74人  出生／4人  死亡／24人

7,937世帯 （前月比 -32世帯）

一 段と涼しくなり、肌 寒 い 季 節となりました 。今 年も 秋
の 味 覚 や 紅 葉 など、秋 を感じられるもの を 楽し みた

いです。（ 米 原 ）

台 風14 号 が 去 ってから、朝 がだ いぶ 冷 えるように 感じ
ま す。季 節 の 変 わり目 は 風 邪 を ひ き や す い の で、体

調 管 理には気を 付けましょう。（ 中川 ）（令和4年10月1日現在）

　このSマークを店頭に表示している店舗は、「安全」、
「安心」、「清潔」が保証され、皆さんの信頼できる店選び

の大きな目安になります。
　また、万一の場合、事故賠償基準に基づいた補償が受
けられます。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

個人市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期

10月31日（月）までに納めましょう。

えび の高原白紫 池で実 施され
た SU P 体 験 。参 加 者 は、普 段
体 験 することので きない 国 立
公 園 で のひとときを 楽し みま
した 。

ご来場ください「市民表彰式典・地域
活性化活動実践報告会」

　市では、市の政治、経済、文化、その他各般にわたって
市政振興に寄与し、その功績が顕著な人や団体を表彰し
ます。
　また、表彰式典後には、市民団体による地域活性化活
動実践報告会も開催します。ぜひ、ご来場ください。
※当日は、新型コロナウイルス感染対策を徹底した上で
開催します。ご協力をお願いします。

【開催日】11月3日（木・祝）
【時間】午前10時～
【場所】市文化センター　ホール
【被表彰者】
［教育・芸術・体育・文化部門］田畑 トシ子さん
［市民生活部門］伊地知 興子さん
【発表予定団体】真幸くわいの会 ※令和3年度えびの市ぷ

らいど21市民団体活動助成金活用団体
【入場料】無料

問市企画課 秘書係（市民表彰式典について）
☎35-1111（内線 302）
問市民協働課 市民協働係（地域活性化活動実践報告会に
ついて）
☎35-1118（直通）

第36回田の神さぁの里産業文化祭
を開催します

　田の神さぁの里産業文化祭は、新型コロナウイルス感
染症の影響でこれまで分散・縮小して開催していました
が、令和4年度は感染対策を徹底した上で、通常規模で
開催します。

【開催日】11月19日（土）・20日（日）
【時間】午前9時～午後4時
【場所】えびの市文化の杜
【内容】ステージイベント、物産品等の販売、展示、体験

コーナー等
※文化センターの改修工事を行っているため、令和4年
度は文化作品等の展示は行いません。
※天候または新型コロナウイルス感染拡大の状況によっ
ては、内容の変更や中止となる場合があります。
　ステージイベント等の詳細については、決定次第チラ
シや市ホームページ（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）で
お知らせします。
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

Sマークは「安全・安心・清潔」の証明

　11月は、標準営業約款（ Sマーク）普及登録促進月間で
す。
　Sマークは、厚生労働大臣認可の標準営業約款に従っ
て営業している店舗の証しです。

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

北 フミエさん
（東川北）

9 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書（セブン
イレブンのみ）

問市企画課 情報係　   ☎35-3714（直通）

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビ
ニ交付サービスを休止します。休止中は全ての証明
書等の取得ができませんので、ご注意ください。

【運用休止日時】
10 月 28 日（金）午前 6 時 30 分～午前 10 時

■証明書等コンビニ交付サービスを一時休止
　します
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写真：一面に発生したイヌセンボンタケ（撮影：令和2年11月24日）

千
本
、
万
本
と
発
生

※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

イヌセンボンタケ
イヌセンボンタケ Coprinellus disseminatus ナヨタケ科 キララタケ属


